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区政報告
ニュース

４
月
９
日
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
プ
ー
ル
の
壁
面
ガ
ラ
ス
の
抑
え

金
具
が
天
井
部
分
で
腐
食
し
落
下

し
ま
し
た
。
以
来
プ
ー
ル
利
用
が

中
止
さ
れ
て
、
早
く
も
２
か
月
近

く
た
ち
ま
す
。
（
プ
ー
ル
の
壁
面

ガ
ラ
ス
の
柱
を
止
め
て
い
る
Ｌ
字

金
具
が
落
下
。
）
昨
年
は
、
給
排

水
管
の
破
損
で
プ
ー
ル
が
２
日
間

ほ
ど
使
え
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
は
長
引
き
そ
う
で

す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
早
く
利
用

開
始
を
と
ご
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

５
月
15
日
に
修
繕
工
事
の
入
札

を
行
い
事
業
者
を
決
定
。
工
事
契

約
は
、
予
定
で
は
６
月
26
日
ま
で

に
完
了
し
、
７
月
初
旬
開
設
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
工
事
が

順
調
に
い
っ
て
も
こ
の
日
程
で
は

夏
休
み
直
前
に
な
り
そ
う
で
す
。

想
定
外
の
こ
と
が
起
き
る
と
さ
ら

に
利
用
再
開
が
遅
れ
る
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
も
急

い
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
要
請

し
ま
し
た
。
毎
月
、
プ
ー
ル
利
用

者
は
、
教
室
と
フ
リ
ー
合
わ
せ
る

と
１
５
，
０
０
０
人
。
プ
ー
ル
が

中
止
だ
と
一
階
ホ
ー
ル
も
閑
散
と

し
て
、
指
定
管
理
者
も
収
入
が
な

く
深
刻
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
築
30

年
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
狭
小

だ
っ
た
り
、

観
覧
席
が
な

い
な
ど
新
し

い
施
設
と
比

較
す
る
と
い

ろ
い
ろ
課
題

が
あ
り
ま
す
。

非
常
発
電
装

置
の
取
り
換
え
工
事
、
夜
間
蓄
熱

式
冷
房
装
置
な
ど
の
改
修
な
ど
も

続
き
ま
す
。

今
回
の
応
急
的
対
応
と
合
わ
せ

て
、
建
物
の
長
寿
命
化
な
ど
の
検

討
も
合
わ
せ
て
行
う
時
期
に
来
て

い
ま
す
。

横山幸次区議のホームペー

ジ・ブログ・ツイッター

をご覧下さい。横山幸次

で検索して下さい。

裏面 荒川区議会の改革申

し入れ、都電のバラなど

６月１日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。秘密は厳守します。お急ぎの場

合は、北千住法律事務所の相談日など

ご紹介します。

生活相談は、随時受け付けています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

い
つ
も
い
つ
も
共
産
党
区
議
団
の
控

室
か
ら
見
え
る
景
色
は
、
日
々
模
様
を

変
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
な
か

な
か
お
も
し
ろ
い
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も

晴
天
、
曇
り
、
雨
天
な
ど
気
象
条
件
に

よ
っ
て
様
々
に
姿
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

塔
の
上
は
見
え
る
が
下
は
雲
、
ま
た
そ

の
逆
も
、
そ
し
て
ク
ッ
キ
リ
、
ぼ

ん
や
り
と
そ
の
様
は
、
生
き
物
の

よ
う
で
す
。
そ
の
手
前
に
は
、
サ

ン
パ
ー
ル
荒
川
が
大
規
模
改
修
に

相
応
し
く
全
身
に
囲
い
を
纏
っ
て

い
ま
す
。
す
っ
ぽ
り
と
工
事
用
の

囲
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
何

か
違
っ
た
空
間
の
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
（
改
修
中
の
仮
受
け
付
け
は

セ
ン
ト
ラ
ル
荒
川
ビ
ル
３
階
）

こ
の
大
規
模
改
修
は
、
当
然
に

も
必
要
な
も
の
で
す
。
同
時
に
、

こ
う
し
た
大
規
模
改
修
や
場
合
に

よ
っ
て
は
建
て
替
え
が
必
要
な
施

設
が
、
次
々
に
控
え
て
い
ま
す
。

財
政
的
な
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は

り
長
寿
命
化
の
方
向
を
基
本
に
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
話
し
は
、
飛

び
ま
す
が
、
新
国
立
競
技
場
建
設
の
暗

雲
が
た
だ
よ
っ
て
い
ま
す
。
旧
国
立
競

技
場
の
大
規
模
改
修
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
の
で
す
が
…

横
山
幸
次

柱は55本。Ｌ字の金具で両脇、天井と柱

をボルトで押さえています。柱一本に４本

のボルトで止められています。補修工事は

この金具を一つ一つ除去して、新たに金具

に付け替え。温水プールですから湿気も多

く、腐食や老朽化の具合ではボルトを埋め

込む場所を補強することも必要になるなど、

工事に時間がかかるかもしれません。



５
月
26
日
に
改
選
後
初
の
開

会
会
議
が
招
集
さ
れ
ま
す
。

こ
の
間
、
３
人
以
上
の
各
会

派
の
代
表
（
幹
事
長
会
と
同
じ

構
成

共
産
党
は
横
山
区
議
が

参
加
）
で
「
会
派
代
表
者
会
議
」

を
開
き
、
４
つ
の
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、
特
別
委
員

会
の
構
成
や
委
員
の
配
分
、
各

正
副
委
員
長
の
配
分
な
ど
の
協

議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
少
数

会
派
に
は
、
そ
の
結
果
は
、
資

料
も
含
め
て
報
告
さ
れ
る
も
の

の
協
議
の
場
で
意
見
を
言
う
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。

共
産
党
は
、
議
員
活
動
に
関

わ
る
協
議
に
は
、
全
て
の
会
派

が
直
接
意
見
を
言
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
改
善
を
求
め
て
い
ま

す
。
１
人
会
派
も
幹
事
長
会
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加
し
た
り
、

議
会
運
営
委
員
会
に
委
員
外
議

員
と
し
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。
議
長

な
ど
の
選
出
は
じ
め
申
し
入
れ

を
行
う
な
ど
議
会
改
革
で
も
力

を
尽
く
し
ま
す
。

同
時
に
、
区
民
生
活
に
関
わ

る
論
戦
も
６
月
下
旬
か
ら
始
ま

る
６
月
会
議
に
向
け
て
動
き
出

し
て
い
ま
す
。
共
産
党
区
議
団

は
、
選
挙
で
の
公
約
実
現
に
向

け
て
、
医
療
、
介
護
、
子
育
て

支
援
は
じ
め
調
査
活
動
な
ど
精

力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要

望
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

第７回バラの市も無事終

わりました。いま都電沿線

は、バラの花が咲き誇り、

目を楽しませてくれます。

また、都電車内にバラの

装飾を施した特別電車「都

電バラ号」も運行されてい

ます。赤色のレトロ調車両

で５月３１日（日）までですので

す。残り期間が少ないのですが乗

車できるとラッキーです。都電沿

線バラ巡り

は、この時

期が最高で

す

改選後の議会にあたり日本共産党は各会派に申し入れ
以下の内容を区議会全会派に申し入れました。

①議長は「第一会派から適切な人選」「民主的で公正な議会運

営を行うこと」とともに「地方自治法の任期を基本とし、いたず

らに毎年交替を行わない」を前提に全会派一致で選出すること。

②副議長、議会選出の監査委員については、会派議員数に基づ

く公正で適切な基準を決めて選出すること。

③各種協議会や審議会などに選出される議員の報酬については、

直ちに廃止すること。（共産党は既に受け取り拒否）

５月19日、32人の区議会議員と区長、副区長と区の幹部職員、教育委

員、選挙管理委員、監査委員などが改めて自己紹介を行い、顔合わせ会

が実施されました。例年なら、サンパール荒川小ホールで実

施し、その後に全体写真などをとりますが、今回はサンパー

ル荒川が大規模改修で使えず、区役所５階議会棟の会議室で

実施しました。

左
・
理
事
者
席
、
下
・

議
員
席
ア
イ
ウ
エ
オ
順

で
並
ん
で
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
「
平
和
安
全
法
制
」

と
称
し
た
憲
法
違
反
の
集
団
的
自
衛

権
行
使
を
行
う
た
め
の
法
案
を
出
し

て
き
ま
し
た
。
い
つ
の
時
代
で
も
戦

争
は
「
平
和
の
た
め
」
な
ど
と
称
し

て
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
」
で
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の

本
質
は
、
「
生
活
物
資
の

途
絶
」
「
電
力
不
足
に
よ

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
」

な
ど
も
集
団
的
自
衛
権
行

使
を
可
能
と
す
る
「
存
立

危
機
事
態
」
と
い
う
安
倍

首
相
の
答
弁
に
表
れ
て
い

ま
す
。
戦
前
、
「
満
蒙
は

日
本
の
生
命
線
」
と
し
て

「
自
存
自
衛
」
の
名
で
中

国
へ
の
侵
略
戦
争
を
進
め

た
歴
史
と
重
な
り
ま
す
。
そ
の
後
中

谷
防
衛
大
臣
は
「
原
発
の
燃
料
不
足
」

も
同
様
だ
と
答
弁
。
ど
こ
か
ら
見
て

も
「
戦
争
法
案
」
そ
の
も
の
で
す
。

憲
法
に
違
反
し
た
法
律
は
「
無
効
」

と
い
う
の
が
大
原
則
で
す
。


